
 

答 申 書（ 案 ） 
 

令 和 ８ 年 ６ 月 １ ２ 日 

 

 京都市長 松井 孝治 様 

 

京都市環境影響評価審査会 

会 長  東 野  達 

 

 令和８年５月２０日付け環環保第４７号をもって諮問のありました京都エコサービス

株式会社 廃棄物処理施設の整備事業に係る配慮書案について、慎重に検討を行った結果、

下記のとおり答申します。 

 

記 

 

１ 規模や配置、運用の状況など、既存施設の情報を分かりやすく配慮書に記載するこ

と。 

 

２ 事業計画について、従前との相違点を明らかにするとともに、事業計画の情報を可

能な限り具体的に分かりやすく配慮書に記載すること。 

 

３ 法令に基づく要求事項を遵守することはもとより、計画段階環境配慮の内容につ

いて、既存施設の解体に伴うアスベスト対策や再生可能エネルギーの導入など、可能

な限り具体的に分かりやすく配慮書に記載すること。  

 

４ 騒音及び振動の環境影響の予測・評価に当たっては、考え方や前提条件を分かりや

すく配慮書に記載すること。 

 

５ 建屋材質の相違による複数案の評価には、システム境界・機能単位を設定して建築

物のライフサイクルでの温室効果ガス排出量も可能な限り加味すること。 

 

６ 発生した環境影響について問題が生じた場合を想定して予め対策を検討するとと

もに、一元的な相談窓口を設けて、周辺住民に適切に周知すること。  

 

７ 発生した環境影響について問題が生じた場合、特に既存施設において生じていた

粉じん、騒音及び待機車両による周辺道路の渋滞については、追加の対策を講じるこ

と。 

 

８ 本答申を踏まえた市長意見に基づき、配慮書案の内容に検討を加え、配慮書を作成

するとともに、配慮書に記載された環境配慮方針及び内容に従って事業を進めるこ

と。 

以上 
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